
特集

女医は医療を
救えるか7 60
特集

2010年話題の新薬83

トレンドビュー

花粉症治療で見直される鼻噴霧薬20

重度の尿失禁に人工尿道括約筋24

地域医療再生基金､医療現場を翻弄34
スベシヤルリポート

岐路に立つ大学病院総合診療科37
ニュース追跡

医療施策を巡り民主党で〝内紛〝　50

ヒーローの肖偉

鄭忠和慢性心不全に対する温熱療法を確立165



: -:tt:;

医師も育児休業を取得する時代に

島根大医学部附属病院では､ 2009年

7月から1カ月間､放射線治療科の男性

医師が育児休業を取得した｡ 14歳の長

女､ 7歳の次女､ 2歳の三女を持つこの医

師は､4人目の長男の誕生に際し､自然と

｢育休を取ろう｣と考えたという｡

がん放射線治療教育学教授で女性ス

タッフ支援室の副室長も務める内田伸

恵氏は､ ｢以前は育休などとは言い出せ

ない雰囲気があったか､今は違う｡男性

医師から相談を受けて当科のメンバーで

相談した結果､ 『取ればいいじやないか』

ということになった｣と話す｡

同科では元々､病棟でも外来でも1人

の患者を2人の医師が担当する複数主

治医制を取っている｡男性医師の育休中

最前線に立ち続けたい｣と考え､同

科を勤務先に選んだ難波直子氏は､

現在2歳の子どもを育てながら働い

ている｡平日は夕方､保育園へ子ど

もを迎えに行き､週1回の当直は24

時蘭保育の可能な日に割り当てられ

ている｡同科ではシフト表を半年前

から作成し､育児などで家族の協力

を得やすいようにしている占難波氏

が土日のオンコールを担当すること

もある｡

｢出産を経験したからこそ､患者の

不安な気持ちが手に取るように分か

る｣と､難波氏は育児と仕事を両立

するメリットを話す｡

医師数も収益も増加

こうした働き方が口コミなどで広

がり､同科の医師は13人にまで増え

た(図1)｡今では約半数を女性が占

める｡ 20歳代の若手医師も､男女間

は､ほかの医師が少しずつ勤務や当直､

オンコールを増やして対応した｡

現在､島根大医学部の入学者の約半数

(09年度は47%)は女性で､病院におけ

る女性医師の割合も増えているo看護師

を確保するという点からも､同病院は女

性に働きやすい勤務環境づくりに力を注

いできた｡

06年には院内保育所を開所｡ 07年度

には文部科学省の｢地域医療等社会的

ニーズに対応した質の高い医療人養成推

進プログラム｣に採択され､育児支援や

在宅教育･勤労支援､復帰支援などを進

める｡育児中､常勤のまま短時間勤務を

する医師や､育休から復帰する医師も増

えてきたほか､病理医や放射線医の中に

わず入ってくるようになった｡近隣の

病院が分娩の扱いをやめたことや､

子宮筋腫の日帰り手術ができるよう

になったことも功を奏し､分娩数や

麻酔下の手術数は増加(図1)0 02

年に約7000万円だった月間の収益

は､ 09年は1億円を超える見込み

だ｡森田氏は､ ｢収益が増えて医師

の平均年齢が低下したため､収入に

島根大医学部附属病院の内田伸恵氏｡

2人の子供を育てながら医師を続けて

きた経験を生かし､取り組みを進める｡

は､育児をしながら在宅でCTのレポート

を作成する医師もいる｡

こうした取り組みが､男性医師にも育

休を取ろうと思わせる空気を醸成しつつ

あるようだ｡内田氏は｢最終的に､こうし

た勤務環境が､医師や看護師を集めるア

ピールポイントになることを期待してい

る｣と話す｡

占める人件費の割合は微減した｣と

説明する｡

吸引･銀子分娩のようなごくまれ

な症例については例外もあるもの

の､全体の症例数が多いため､若手

医師は日勤帯の分娩や手術だけで

豊富な経験を積むことができる｡ ｢か

って若手医師は､すべての異常分娩

に立ち会うことが当たり前だった｡

図1板橋中央総合病院産婦人科の医師数と分娩等件数の推移
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